
（仮称）仙台市公文書等管理条例（案）の概要

第１章 総則
（目的、用語の定義）

第２章 公文書
（作成、整理、保存、移管又は廃棄）
第３章 歴史的公文書等

（保存、利用請求、審査請求）
第４章 公文書等管理審議会

（設置、所管事項、組織）
第５章 公文書館（設置、事業）
第６章 雑則（研修）

条例の構成

【
第
１
章
】
総
則

公文書は、市の諸活動や歴史的事実の記録であり、市民共有の知的資源である
⇒公文書の適正な管理、歴史公文書等の保存及び利用を図ることにより、

• 市政が適正かつ効率的に運営されるようにする
• 市の諸活動を現在及び将来の市民に説明する責務が全うされるようにする

条例の目的

市の職員が職務上作成し、又は取得した文書、図画及び電磁的記録であって、組織的に用いるもの
として保管しているもの

公文書

歴史資料として重要なものとして保存期間満了後に市長（公文書館）に移管された公文書

歴史的公文書

【
第
２
章
】
公
文
書

職員は、「経緯も含めた
意思決定に至る過程」
「事務及び事業の実績」
を合理的に跡付け又は検
証することができるよう、
公文書を作成しなければ
ならない

①作成

・相互に密接な関連を有する
公文書をファイリング

・保存期間の設定
・保存期間満了時の措置
（レコードスケジュール）の設定

②整理

・適切な場所・媒体等により保存
・必要に応じ保存期限の延長が
できる

・ファイルの名称、保存期間等を
記載した管理簿を作成し公表

③保存

・廃棄予定のファイルについて、
事前に審議会の意見を聴く

・移管するファイルについて、利用
制限が適当な場合は意見を付す

④移管又は廃棄

①取得
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【
第
３
章
】

歴
史
的
公
文
書
等

・永久保存が原則
・目録を作成し公表
・歴史資料として
重要でなくなった
場合は、審議会の
意見を聴いた上で
廃棄

保存 利用（閲覧等）

利
用
請
求
者

①利用請求
市
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公
文
書
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②利用決定
（必要に応じ）
意見照会
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審査請求

※制限がかかる場合あり

＜決定に不服がある場合＞

①審査請求

④裁決

②諮問

④答申

審
議
会

【第４章】公文書等管理審査会

・学識経験者その他適当と認める者から市長が任命
・主な所掌事項：廃棄予定のファイルに係る意見聴取、
歴史的公文書等の利用決定に係る審査請求の調査審議

※歴史的公
文書選別基
準に基づき
判断

【第５章】公文書館

・旧貝森小学校の校舎を改修の上で公文書館を設置

【第６章】雑則

・職員に対し必要な研修を行う

審査会
の意見

資料３－２


